
令和６年度 第３回 富塚中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時 令和７年２月１９日（水） １４時３０分から１５時３０分まで 

２ 開 催 場 所 富塚中学校 ２階会議室 

３ 出 席 委 員  金原 圭吾、池谷 定康、安間 忠雄、髙須 博、久保田 智彦、松澤 久仁美、行森 

瑞恵、田口 美貴子 

４ 欠 席 委 員 島田 篤志 

５ 学    校  中津川 貴一（校長）、廣野 幸恵（教頭）、深田 貴代（教務主任）、藤原 啓子（ＣＳ

担当教職員）、岩邊 三幸（ＣＳディレクター） 

６ 教育委員会 清水 悠（教育総務課）  

７ 傍 聴 者 なし 

８ 会議録制作者  ＣＳディレクター 岩邊 三幸 

９ 議長の選出   

行森委員が本日の議長を務めることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

10 協 議 事 項  

（１） 学校関係者評価について 

（２） 次年度の学校運営方針について 

（３） 運営協議会自己評価について 

（４） 夢育やらまいかＣＳ加算分の報告 

11  会 議 記 録 

  司会の教頭から、委員総数９人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立して

いる旨の報告があった。 

 

（１） 学校関係者評価について 

  議長の指示により、教務主任から、別途資料に基づき学校関係者評価について説明があり、委員から

は以下の意見があった。 

○ 全国学力調査における質問紙による結果で、スマホの使用時間が他校より比較的少ない。（安間委

員） 

⇒部活動に参加している生徒も多く、学習と運動のバランスが取れており、スマホに触れる機会

が少ないのではないかと思う。（深田主任） 

○ 全体的な数値と比べるとボランティア活動の項目の数値が少ないのが目立つ。（久保田委員） 

⇒子供たちの認識の問題。例えば吹奏楽部が地域の人の為に演奏することを部活の一環として捉

えている可能性もある。他校に比べるとボランティアの活動量は多い。（藤原） 

 

  議長より、いじめに関する項目の結果を踏まえて本校の取組について意見を求めたところ、委員から

は以下の意見があった。 

○ 今年度、実際に学校内で重大ないじめはあったのでしょうか(久保田委員) 

⇒いじめ防止基本方針の重大事態に分類されるいじめについてはない。毎年学校が認知している



いじめについては 10 件前後あり、そのほとんどは教員の指導で解決、もしくは改善されている。

（校長） 

○ いじめに対して、学校側では生活記録やアンケートを取って、早期発見に努めており、また担任

だけでなく学校組織全体で取り組んでおり、今やっていただいている形でよいと思っている。（久

保田委員） 

○ いじめの件数が比較的少ないのは地域の方の目があってのこともあるのではないか。（行森委員） 

⇒加害者の保護者も協力的であり、真摯に応えてくださることが多い。そういった保護者の姿勢

が子供の姿勢にも繋がっているのではないかと思う。（教頭） 

○ アンケートを見ても、「学校は楽しく、安心できる場所である」に対して、数値の推移にあまり変

化がないのは非常に良いことだと思う。また、いじめの件数が比較的少ないのは、困ったことが

あったときにアンケート上の手段以外で伝えられるところがあるのではとも考えられる。保護者、

先生方、生徒同士または地域への繋がりがあっての結果なのではないか。（池谷委員）  

議長により、いじめ防止に関する取組について、来年度も今年度同様に学校、家庭、また地域が連携

して取り組んでいくことを確認した。 

 

（２） 次年度の学校運営方針について 

議長の指示により、校長から、別途資料に次年度の学校運営方針について説明があり、委員からは

以下の意見があった。 

○ 子供たちの将来の職業選択をサポートできるような取組ができないか、富中ならではのサポート

を考えていきたい。（金原委員） 

⇒具体案は決まっていないが、地域の方と生徒の代表者数名がセッションをしてみてはどうかと

考えている。（校長） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（３） 運営協議会自己評価について 

議長の指示により、教頭から、別途資料に学校運営協議会自己評価について説明があり、委員から

は以下の意見があった。 

○ 来年度の取組目標の一つである、休日の部活動の地域移行についてだが、由々しき問題であり子

供たちが平等に活動する機会が失われないよう、地域としてもサポートしていかなければいけな

いと思う。（金原委員） 

協議の結果、令和７年度の目標を「学校、家庭、地域が一体となって目標・課題を共有し、共に成長

できる未来を創る」、「富塚の地域性を生かした学校運営の実現に向け、持続可能な協同体制を目指

す」とすることで、意見が一致した。 

 

報告、その他連絡事項 

○ 教頭より、夢育やらまいかＣＳ加算分について、今年度の様々な活動に使わせていただいた旨の

報告があった。また来年度より学校支援コーディネーターがより地域とつながっていく活動を増

やしていき、子供たちのあらわれを地域にアピールしていく予定があるとの説明があった。 



○ 司会より、次回会議は令和７年５月１２日（月）午後２時３０から２階会議室で開催する旨の報

告があった。 

 


